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(1 )米国の ASCI プロジェクト CAccelerated































































既に、 1996年 10月に iASCI redjが1.8TeraFlops、
1998年 10月に iASCIbluejが 3TeraFlops、2000
年 6月に iASCI Whi tejが 12.3TeraFlopsを達成し
た。さらに、2002年には、30TeraOPS(約 24TeraFlops
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の巨大データベース構築の GridPhysics Network， 
NASAのシームレスなコンピューティング環境構築
の InformationPower Grid， E Uでは、高エネル
ギー物理、地球観測、バイオの研究のための
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境予測、地質探査 予測、地質探査によ 集中豪雨など局所気 果に影響を与えるた ると1000倍の計算能力る石油埋蔵予測 象予測 め、微細メッシュによる (TeraFlops級コンビュー大規模計算が必要。 タ)が必要。
ゲノム創薬、オーダー マッチング計算、エネ 計算能力が1000倍向上
バイオインフォマ 遺伝子解析、たんぱ メイド治療、生体機 ルギ一計算などがあ してもマイクロ秒の解析能、たんぱく質の化学 り、並列処理が可能な であり、化学反応シミュティックス 〈質構造解析 反応を量子理論から 部分と複雑な計算を必 レーションには更に
解明(計算化学) 要とする部分が混在。 1000倍は欲しい。
原子100個レベル 新物質・ナノ構造の設 計算能力の限界から完 広範囲のデータに頻繁
物質シミュレーショ の第一原理シミュ 計・創出、その機能解 全な理論計算は微小 にアクセスするため、共レーションにより、物 範囲でしかできない。 有メモリ型が適す。計算ン 質の構造や特性を 析、生成法の解明(計 計算量は原子数の3乗 能力の向上への要望は
解析 算物理) またはそれ以上。 大きい。
自動車衝突の仮想 複数の理論モデルを 複数的のに解理く論連モ成デシルミをユ統
実験。自動車、航空 統一的に解く連成シ 単純な形状の構造解構造解析、流体解 機の空気抵抗の解 ミュレー ション。例え 析、流体解析は高性能 レー ションには、Peta析 析など産業応用が ぱ、エンジンの燃焼シ PC、wsで計算可能。 Flopsコンビュータが必
盛ん。 ミュレーション、生体 要。容易な3次元データ力学シミュレーション 入力、可視化を要望。
銀河形成シミュレー 銀河系の形成メカー 大規模粒子の重力計天体力学、素粒 ション、素粒子・原子 ズム、ブラックホール 算はTeraFlops以上の 専用計算機を利用する l子・原子核物理 核物理論のシミユ 形成メカニズムなど宇 計算が必要。 場合もある。レー ション 宙形成の解明
実験による知見と理 理論体シミ系ュのレ構ー築シとョン実 マクロの流体解析とミク 電子系解析を融合した核融合シミュレー 論モデルに基づき核 時間 ロの粒子間力学を同時 完全なシミュレーションション 融合プラズマをシ 制御により、核融合か に計算。 のためには数万倍の計ミュレー ション らエネルギーを取得 算能力が必要。
Web検索、顧客情 大規模なデータから、 学習モデル、昌語モデ 対象のデータが大規模データマイニング 報・売れ筋商品分析 知見(意味・特徴)を ルに基づく大規模デー になればHPCが必要。抽出 タ計算。 並列処理は可能。
良い予測モデルを確 数学理論モデル、確率 スーパーコンビュータの
経済予測・金融工 マクロ経済予測、株 立し、大規模複雑系 モデルに基づき多くの 利用には経済性が重視
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用語説明
①GigaFlops、TeraFlops、PetaFlops
G(ギガ)は 109、T(テラ)は 1012、P(ペタ)は 10150Flopsは1秒
間に浮動小数点計算を何回行えるかという、計算機の演算
性能指標の一つ。ベンチマークにはLinpackという線形方程
式を解くプログラムがよく用いられる。
②ピア・ツー ・ピア技術
インターネット上の不特定多数の個人間で直接情報のや
りとりを可能とする技術。多数のコンビュータを相互につない
で計算パワーやファイルを共有することが可能となる。
③ヒトゲノム
ヒトの遺伝情報の全体像をさし生命の設計図とも言える。
細胞の核にある染色体に含まれるDNAには30億個の塩基
対があり、その塩基配列の3%が遺伝子と言われている。
④連成シミュレーション
Multi-Disciplinaryシミュレー ション、マルチスケー ルシミュ
レーションとも呼ばれ、複数の理論モデルを統一的にシミュ
レーションすること。例えば、流体解析と構造解析を同時に
解く血流シミュレーション、ミクロレベルの量子力学理論とマ
クロレベルの古典物理学を同時に解く破壊現象解析などが
ある。
⑤米国におけるベクトル型スーパーコンビュータの衰退
米国においては、メインフレームのメーカーはスーパーコ
ンビュータに参入せず、Cray社など専業メーカーが技術と市
場をリー ドしていた。80年代に参入した日本のコンビュータメ
ーカーは半導体技術を含めた総合技術力で、 80年代後半
には米国メーカーを追い越してしまった。90年代前半からは
メインフレームのダウンサイジングが起こったことにより、ベ
クトル型スーパーコンビュータへ新たに参入する企業はなく、
また、Cray社も経営不安定となり開発競争力を落とした。
1996年のダンピング課税問題以降、米国ではトップクラスの
ベクトル型ス-/~ーコンビュータは購入できなくなった。 2001
年5月にダンピング課税は取り下げられたが、その間米国で
|まスカラー超並列型スーパーコンビュータにカを入れてき
た。
